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新
倉
副
幹
事
長
ス
ク
ー
タ
…
を
ゲ
ッ
ト

1等賞が当たった新倉氏

強
運
′

甲

会

ま
た
し
て
も
高
額
景
品
を
引
き
当
て
る

第
１４
回
中
央
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
年
次
支
部
と
し
て
参
加

２
０
０
３
年
９
月
２８
日
０
、
天
気

は
絶
好
の
秋
日
和
の
な
か
、
多
摩
キ

ヤ
ン
パ
ス
に
お
い
て
第
１４
回
中
央
大

学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
が
開
催
さ

れ
、
白
門
四
八
会
は
、
年
次
支
部
と

し
て
２５
名
が
参
加
し
た
。

午
前
Ｈ
時
３０
分
に
多
摩
キ
ャ
ン
パ

ス
の

「
ヒ
ル
ト
ッ
プ
」
２
階
入
日
前

に
四
人
会
の
旗
を
立
て
集
合
、
懇
親

会
場
と
な
っ
た
生
協
食
堂

へ
と
乗
り

込
み
、
参
加
者
は
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
方

式
で
自
分
の
好
み
の
飲
食
物
を
選

ぶ
。
懇
談
は
椅
子
に
坐
っ
て
で
き
た

の
で
よ
か
っ
た
が
、
会
全
体
が
ま
と

ま

っ
た
場
所
に
集
れ
な
か
っ
た
の
は

残
念
で
あ

っ
た
。

２
時
か
ら
行
わ
れ
た
抽
選
会
の
会

場
は
、
９
号
館

（ク
レ
セ
ン
ト
ホ
ー

ル
）
。
移
動
に
際
し
て
キ
ャ
ン
パ
ス

ミ
ニ
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
た
。
ツ
ア
ー

の
コ
ー
ス
は
、
ま
ず

「中
央
図
書
館
」。

駿
河
台
時
代
の
図
書
館
は
、
正
門
脇

に
９
階
建
て
の
偉
容
を
誇

っ
て
い
た

が
、
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
中
央
に

配
置
さ
れ
、
さ
ら
に
広
く
な

っ
た
館

内
に
参
加
者
は
目
を
見
張

っ
て
い
た
。

次
の
見
学
ポ
イ
ン
ト
は
、
１
２
５

周
年
記
念
事
業
と
し
て
建
設
さ
れ
た

「炎
の
塔
」。
こ
の
塔
は
、
司
法
試
験

。

公
認
会
計
士
第
二
次
試
験
な
ど
の
国

家
試
験
対
策
の
た
め
の
勉
学
環

と

スナップ。ｍ　中崚̈］坤̈̈
一ゆ『̈̈

・後の麟　
詢鰤硼がテぁ″ドた刹韓絆鮒『

シ
姶
　
重
々
し
く
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

ル
磁
　

　

見
学
の
対
応
は
、
四
人
会
前

翻
姓

　

幹
事
長
の
横
田
氏
。
資
料
を
用

陣

　

立思
し
て
て
ぃ
ね
い
に
説
明
し
て

く
れ
た
。
見
学
後
、
参
加
者
全

員
で
記
念
撮
影

（写
真
１
）。

施
設
見
学
を
終
え
て
、
抽
選
会
場

で
あ
る
９
号
館
に
足
を
運
ぶ
と
、
２

２
０
０
あ
る
席
は
ほ
と
ん
ど
埋
ま
り
、

熱
気
に
包
ま
れ
て
い
た
。

四
八
会
は
、
く
じ
運
が
強
く
過
去

に
も
テ
レ
ビ

・
ビ
デ
オ
を
当
て
る
な

ど
、
壇
上
に
呼
ば
れ
る
人
が
多

い
。

果
た
せ
る
か
な
、
今
年
も
め
で
た
く

ス
テ
ー
ジ
で
脚
光
を
浴
び
る
人
が
出

た
。
新
倉
副
幹
事
長
で
あ
る
。
そ
れ

も
１
等
賞
の
ス
ク
ー
タ
ー
！

壇
上
脇

の
景
品
受
け
渡
し
場
で
、

晴
れ
が
ま
し
く
ス
ク
ー
タ
ー
に
ま
た

が
り
、
記
念
撮
影

（写
真
２
）
を
す

る
の
を
見
る
と
、
「
来
年
こ
そ
は
自

分
が
」
と
い
う
気
持
ち
が
ふ
つ
ふ
つ

と
湧
い
て
く
る
。

抽
選
会
が
終
わ
る
と
、
全
員
が
モ

ノ
レ
ー
ル
の
駅
に
向
か
い
、
二
次
会

会
場
の
レ
ス
ト
ラ
ン

・
ピ

ア
倶
楽
部

へ
移
動
し
た
。

お
い
し
い
地
ビ
ー
ル
に
舌
鼓
を
打

な
が
ら
、
懇
談
は
２
時
間
近
く
続
き
、

別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
散
会
し
た
。

写真 1 炎の塔の前でそろって記念撮影
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２
０
０
３
年
６
月
１４
日
０
、
中
央

大
学
後
楽
園
キ
ャ
ン
パ
ス
新
３
号
館

の
１０
階
会
議
室
で
、
特
別
講
演
会
、

第
５
回
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
４‐
名
で
し
た
。

特

別

講

演

会

白
門
四
八
会
会
員
で
あ
る
手
代
木

俊

一
氏
が

「
唱
歌
と
賛
美
歌
」
を
演

題
に
、
講
演
を
行

い
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に

よ
り
唱
歌
と
賛
美
歌
を
聞
き
比
べ
る

な
ど
分
か
り
や
す

い
説
明
が
、
普
段

歌
い
慣
れ
て
い
な
い
者
に
新
鮮
な
印

象
を
与
え
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
る

研
究
の
成
果
を
、
素
人
に
も
分
か
る

よ
う
易
し
く
話
し
て
い
た
だ
き
、
聴

衆
で
あ
る
会
員
に
は
好
評
で
し
た
。

第

５

回

総

会

続
い
て
総
会
が
行
わ
れ
、
議
題

０
２
０
０
２
年
度
事
業
報
告
な
ら
び

に
決
算
に
つ
い
て

②
２
０
０
３
年
度
事
業
計
画
案
に
つ

い
て

０
２
０
０
３
年
度
予
算
案
に
つ
い
て

が
、
い
ず
れ
も
提
案
ど
お
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

０
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
改
選
に

つ
い
て

（半
数
改
選
）

は
、
提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
会
長
が
委
嘱
す
る
幹
事
に
つ

い
て
も

一
部
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
幹
事

の
任
を
解
か
れ
る
方

は
、
会
の
創
生
期
か
ら
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
た
方
々
で
あ
り
、
労
を
ね
ぎ

ら
う
と
と
も
に
、
今
後
は

一
般
会
員

と
し
て
引
き
続
き
当
会
の
発
展
に
寄

与
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

③
会
則
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

一
部
条
文
数
の
修
正
を
行
う
こ
と

で
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

改
正
趣
旨
は
、
入
会

・
退
会
の
規

定
化
で
、
改
正
条
文
は
次
の
と
お
り

で
す
。

第
５
条

（会
員
）
本
会
は
中
央
大
学

に
昭
和
４４
年
に
入
学
、
ま
た
は
昭
和

４８
年
に
卒
業
し
た
者
を
も

っ
て
組
織

す
る
。

第
６
条

（入
会
）
白
門
四
人
会
に
入

会
を
希
望
す
る
者
は
、
第
１９
条
に
定

め
る
入
会
金
お
よ
び
会
費
を
納
入
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
７
条

（退
会
）
会
員
が
次
の
各
号

に
該
当
す
る
場
合
は
、
二
役
会
の
承

認
を
得
て
、
退
会
の
処
理
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

①
第
１９
条
に
定
め
る
入
会
金
お
よ

び
会
費
を
２
会
計
年
度
以
上
滞

納
し
た
と
き
。

②
本
会
の
名
誉
を
著
し
く
傷
つ
け
、

ま
た
は
本
会
の
目
的
に
明
白
に

違
反
す
る
行
為
が
あ

っ
た
と
幹

事
会
が
認
め
た
と
き
。

０
母
校
の
１
２
５
周
年
記
念
事
業

へ

の
協
力
に
つ
い
て

大
学
全
体
な
ら
び
に
白
門
四
人
会

の
募
金
総
額
の
報
告
が
あ
り
、
さ
ら

な
る
協
力
の
依
頼
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

懇
親
会

ｏ
二
次
会

場
所
を
、
後
楽
園
キ
ャ
ン
パ
ス
５

号
館
地
下
１
階

「
ス
エ
ヒ
ロ
」
に
移

し
、
盛
大
に
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。参
加
者
は
近
況
報
告
、
昔
話
に
花

を
咲
か
せ
、
ま
た
各
種
同
好
会
の
活

動
報
告
に
耳
を
傾
け
、
さ
ら
に
は
恒

例
の
抽
選
会
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

懇
親
会
終
了
後
、
後
楽
園
キ
ャ
ン

パ
ス
近
隣
の
居
酒
屋
で
二
次
会
が
開

か
れ
、
３４
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。

参
加
率
ア
ッ
プ
に
よ
り

目
標
達
成

ヘ

母
校
の
１
２
５
周
年
記
念
事
業
に

つ
い
て
は
、　
一
昨
年
総
会
で
ご
承
認

い
た
だ
き
会
報
７
号
で
お
知
ら
せ
の

と
お
り
皆
様
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
が
、
募
金
の
現
状
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

２
０
０
４
年
２
月
末
時
占
いで
の
寄

付
申
し
込
み
額
は
、
５
５
３
万
円
に

な
り
ま
し
た
。
白
門
四
八
会
で
は
、

平
成

１４
年
度
の
総
会
で
寄
付
の
目
標

額
を
１
０
０
０
万
円
で
ご
承
認
い
た

だ

い
て
い
ま
す
の
で
、
現
段
階
で
は

大
幅
な
未
達
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
募
金

へ
の
参
加
率
は
５

・
６
％

と
な

っ
て
い
ま
す
。

母
校
発
展
の
た
め
に
も
、
当
会
が

学
員
会
支
部
と
し
て
地
位
を
確
立
す

る
た
め
に
も
、
よ
り
多
く
の
会
員
が

参
加
し
、
目
標
額
を
上
回
る
成
果
を

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
、　
一
人
５
万
円
の
寄
付
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
の
募
金
は
、
四
八
会
を
通
し
て

行

っ
た
場
合
、
寄
付
額
の
５
％
が
会

に
還
付
さ
れ
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、

会
の
財
政
基
盤
の
強
化
に
も
資
す
る

も
の
で
す
。
会
員
の
方
々
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（文
＝
森
雅
明

・
経
済
）
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中
央
大
学
父
母
連
絡
会

会
長
に
就
任
し
て

伊万里市在住

今
年
度
、
父
母
連
絡
会
会
長
に
就

任
す
る
に
あ
た
り
、　
二
百
寄
稿
せ
よ

と
の
要
請
を
石
坂
幹
事
長
よ
り
い
た

だ
き
ま
し
た
。

末

っ
子
の
三
男
が
、
嬉
し
い
こ
と

に
、
運
良
く
後
輩
と
な
り
、
昨
年
よ

り
会
員
７２
名
の
佐
賀
県
支
部
長

（○

Ｂ
約
４
０
０
名

・
参
考
）
を
勤
め
、

今
年
度
は
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
会
長

を
出
す
順
番
に
当
た
り
、
図
ら
ず
も

大
役
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
少
人

数
県
で
、
適
任
者
は
ほ
か
に
多
数
お

ら
れ
る
と
思
い
ま
し
た
が
、
推
薦
さ

れ
る
巡
り
合
わ
せ
を
光
栄
な
こ
と
と

考
え
、
微
力
な
が
ら
少
し
で
も
役
立

て
れ
ば
と
、
引
き
受
け
た
次
第
で
す
。

私
た
ち
同
期
の
学
生
時
代
は
、
学

生
運
動
、
下
宿
生
活
、
銭
湯
、
定
食

屋
等
、
今
の
恵
ま
れ
た
生
活
様
式
と

は
か
な
り
違

っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ

れ
な
り
に
贅
沢
な
時
間
を
持
て
た
こ

と
を
大
変
幸
せ
に
思
い
ま
す
。

そ
の
点
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻

く
状
勢
は
先
行
不
透
明
で
大
変
な
時

代
と
い
え
ま
す
。
自
分
で
困
難
を
乗

り
越
え
る
力
を
学
生
時
代
に
ぜ
ひ
身

に
つ
け
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
私
た
ち
の
年
代
も
子
ど
も

の
結
婚
や
親
の
介
護
・看
取
り
、
仕
事

面
で
も
喜
び
と
悲
し
み
の
山
々
に
さ

し
か
か

っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
な
か
、

世
話
人
の
尽
力
で
５
年
前
に
四
八
会

を
立
ち
上
げ
て
い
た
だ
き
、
大
変
感

謝
し
て
い
ま
す
。
各
同
好
会
の
企
画

実
施
等
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
楽
し
み

に
し
、
い
つ
か
は
参
加
し
た
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。

私
の
地
元
伊
万
里
は
、
藩
御
用
窯

の
色
鍋
島
焼
の
里
で
す
。
市
民
と
行

政
が
協
働
で
創
り
育
て
て
い
る
伊
万

里
市
民
図
書
館
、
玄
海

の
幸
、
梨
、

巨
峰
、
伊
万
里
牛
等
の
美
味
し
い
名

産
、
黒
澤
明
記
念
館
も
あ
る
自
然
が

豊
か
な
街
で
す
。

四
八
会
の
同
期
生
の
皆
様
も
、
ぜ

ひ

一
度
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

京
都
在
住
で
関
西
支
部
設
立
準
備

を
行

っ
て
お
り
ま
す
黒
羽
で
す
。

京
都
は
、
底
冷
え
の
す
る
寒
い
季

節
か
ら
よ
う
や
く
春
と
な
り
、
京
都

の
街
中
の
桜
が
咲
き
始
め
る
季
節
と

な
り
ま
し
た
。
い
よ
い
よ

一
番
す
ご

し
や
す
い
季
節
の
到
来
で
す
。

さ
て
、
関
西
支
部
設
立
に
手
を
挙

げ
た
の
は
い
い
の
で
す
が
、
な
か
な

か
具
体
的
な
活
動
に
は
至

っ
て
い
な

い
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

東
京
の
ほ
う
で
は
、
い
ろ
い
ろ
と

有
意
義
な
活
動
や
ら
、
楽
し
い
活
動

を
行

っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
そ
ろ

そ
ろ
関
西
で
も
関
西
在
住
の
メ
ン
バ

ー
で

一
堂
に
会
し
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

関
西
支
部
の
連
絡
先
は
、
左
記
と

な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
関
西
圏
に
在

住
の
方
々
は
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
四
八
会
の
皆
様
も
、
京
都

へ
お
越
し
の
節
は
関
西
支
部
に
遠
慮

な
く
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
支
部

の
所
在
地
は
、
Ｊ
Ｒ
京
都
駅
か
ら
徒

歩

１０
分
程
度
の
と
こ
ろ
で
す
。

関
西
支
部
連
絡
先
＝
蓉
０
７
５
１
３
５

３
１
６
７
７
１

（黒
羽
事
務
所
内
）

メ
ー
ル
庁
瞑
争
な
Ｐ
一一お
『・８
●
・お
む

（文
＝
黒
羽

一
記

・
文
）

岡 田 政 昭

(商学部卒)

会費納入についてのお願い

中央大学 白門48会 会計担当

会員の皆様には 「白門48会Jの 活動に格別のご高配

をいただき、厚く御礼申し上げます。

さて、会の運営は会員の皆様の会費によってまかな

われております。会費は、年会費3,000円です。3年 あ

るいは5年 分を一括納入いただいた場合には、割引措

置があります。

当会も会設立から6年 目を迎え、設立当初 3年 分の

会費を一括納入いただいた方々には、一昨年からあら

ためて会費のご納入をお願いしております。

会運営の安定化のため、既会員で会費未納の方には、

この機会にぜひ同封の郵便振替貯金用紙により会費の

納入をお願いいたします。

なお、長期の会費未納入の方につきましては、今回

納入された会費は2004年度会費として取り扱いをいた

します。

銀行振込ご利用の場合は、下記までお振り込み願い

ます。

三井住友銀行 阿佐ヶ谷北支店 普通預金 「7459559」

口座名 「白門48会 会計 国領義男」
(ハクモンヨンハチカイカイケイコクリョウヨシオ)

事務所近くにある 「渉成園」の桜

本   社 東京都中央区新富 1丁 目6番 10号

東京営業所 東京都中央区新富 1丁 目4番 6号

〒1040041 電 話 東京 (3551)9521～5番

FAX 東京 (3553)2919番

炉輸箕川 嶋 直 人

川島産業株式会社自伝 ・創作 ・詩歌集等自費出版の編集

なみきみち社

代表 榎 本 真 一

〒236‐0005 横浜市金沢区並木2‐7‐3‐610

8045-785-4730



〈ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

２
０
０
３
年
２
月
に
自
門
四
八
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
Ｃ
”
ｒ
　
Ｆ
諄
●
ヽ
ヨヽ
ヨ
く
Ｐ９
２
Ｌ
Ｐ
ｏ
『
・一も

すヽ
じ
ｎ」
「
δ
●
卜
∞
庁
”
一

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
年
４
回

（２

月
、
５
月
、
８
月
、

１１
月
）
更
新
し

て
お
り
、
活
動
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
総

会
、
幹
事
会
の
開
催
予
定
、
各
同
好

会
の
企
画
や
活
動
報
告
等
、
最
新
情

報
を
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。
「
白
門

四
八
会
会
報
」
と
と
も
に
、
ぜ
ひ
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈白
門
四
八
会
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
〉

閉
じ
ら
れ
た
会
員
間
で
、
写
真
情

春

・
秋
二
回
の

散
策
を
実
施

江
戸
文
化
を
味
わ
い

駿
河
台
界
隈
を
徘
徊
す
る
会

徘
徊
会
で
は
、
春
と
秋
に
東
京
都

内
を
中
心
に
、
数
キ
ロ
を
歩
き
、
江

報
を
中
心
と
し
た
相
互
意
思
疎
通

・

親
睦
を
図
る
た
め
の
情
報
交
換
の
場

「自
門
４８
会
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
新

設
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
Ｍ
Ｓ
Ｎ
の

無
料
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
を
活

用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
参
加
で
き

る
方
は
、
四
人
会
の
正
会
員
で
メ
ー

リ
ン
グ
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

方
と
し
ま
す
。
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト

に
よ
り
招
待
状
が
配
布
さ
れ
ま
す
が
、

参
加
し
な
い
こ
と
も
自
由
で
す
。

非
公
開
の
た
め
、
登
録
事
務
を
行

う
管
理
人
は
、
堀
井
副
会
長
、
石
坂

幹
事
長
が
担
当
し
ま
す
。
お
問
い
合

わ
せ
は
、
堀
井

・
石
坂
ま
で
お
願
い

し
ま
す
。
　

　

（文
＝
石
坂
隆

・
法
）

白
門
四
八
会
忘
年
会
を
、
２
０
０

３
年
Ｈ
月
２‐
日
０
、
伝
通
院
前
交
差

点
角
の
北
京
料
理
Ｊ
Ｙ
Ｓ

含
ン
エ
イ

戸
文
化
の
香
り
の
残
る
普
段
見
逃
し

て
い
る
も
の
の
見
学
や
、
面
白
い
も

の
を
発
見
す
る
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
徘
徊
後
は
、
学
生
時
代
に
戻

っ

て
皆
で
わ
い
わ
い
が
や
が
や
お
し
ゃ

べ
り
し
な
が
ら
の
楽
し
い
飲
み
会
が

待

っ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
６
月
に

「
日
本
橋
徘
徊

ズ
）
で
、
２２
名
の
参
加
を
得
て
開
催

し
ま
し
た
。

坂
本
副
会
長
の
乾
杯
あ
い
さ
つ
の

後
懇
談
。
佐
山
幹
事
か
ら
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
の
写
真
が
配
ら
れ
、
新

倉
副
幹
事
長
か
ら
は
出
雲
駅
伝
応
援

の
報
告
も
あ
り
、
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん

で
各
同
好
会

・
グ
ル
ー
プ
が
歓
談
。

９
時
に
は
小
林
裕
副
会
長
か
ら
国

際
交
流
同
好
会
の
活
動
報
告
を
含
め

た
閉
会
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
会
の

発
展
と
会
員
の
健
康
を
祈
念
し
て
手

締
め
、
新
年
会
で
の
再
会
を
約
し
散

会
し
ま
し
た
。

二
次
会
組
は
、
白
山
通
り
の
日
本

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
人
形
町
駅

か
ら
甘
酒
横
丁
や
三
味
線
屋
さ
ん
な

ど
を
見
学
し
な
が
ら
、
水
天
宮
、
日

本
橋
を
経
由
し
て
、
東
京
駅
近
く
ま

で
歩
き
ま
し
た
。

１１
月
に
は

「目
黒
か
ら
品
川
徘
徊

会
」
を
開
催
し
、
東
京
都
庭
園
美
術

館
を
見
学
、
そ
の
後
八
芳
園
や
明
治

そ
ば
屋
で
遅
く
ま
で
怪
気
炎
を
あ
げ

ま
し
た
。

（文
＝
石
坂
隆

・
法
）

新
年
会
は
、
２
０
０
４
年
１
月
１３

日
の
、
中
央
大
学
駿
河
台
記
念
館
レ

ス
ト
ラ
ン

「プ
リ
オ
ー
ル
」
で
、
１５

名
の
参
加
を
得
て
開
催
し
ま
し
た
。

冒
頭
森
会
長
か
ら
新
年
の
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、
懇
談
。
新
倉
副
幹
事
長

が
撮
影
し
た
箱
根
駅
伝
応
援
の
写
真

を
見
な
が
ら
、
来
年
の
雪
辱
を
期
し

て
の
決
意
が
述
べ
ら
れ
、
会
員
の
親

睦
を
深
め
ま
し
た
。

当
日
の
同
店
は
、
四
人
会
を
含
め

て
３
つ
の
年
次
会
支
部
が
新
年
会
を

行

っ
て
お
り
、
先
輩
支
部
の
元
気
は

つ
ら
つ
な
様
子
に
圧
倒
さ
れ
つ
つ
も

換
発
さ
れ
、
非
常
に
有
意
義
な
新
年

会
で
あ
り
ま
し
た
。
（文
＝
石
坂
隆

・
法
）

学
院
大
学
、
白
金

・
高
輪
の
旧
市
街

を
散
策
し
な
が
ら
、
品
川
駅
ま
で
散

策
し
ま
し
た
。

■
今
後
の
予
定

今
年
は
、
７
月
上
旬
の
土
曜
日
に

旧
東
海
道

「品
川
宿
」
を
徘
徊
す
る

予
定
で
す
。
多
く
の
会
員
の
皆
様
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

忘年会での歓談

株式会社デイスカバリー
～企画 ・編集から物流まで～

代表取締役 島  崎 修

〒1010064東 京都千代 田区猿楽町1-3-5

TEL 03-3295‐3060 FAX 03-3295-3069
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ま
た
、

１１
月
の
土
曜
日
に
も
開
催

す
る
予
定
で
す
。

徘
徊
、
ま
た
は
飲
み
会
の
み
の
ご

参
加
も
、
家
族
な
ど
の
同
伴
者
の
ご

参
加
も
、
歓
迎
い
た
し
ま
す
の
で
遠

慮
な
く
お
い
で
く
だ
さ
い
。

参
加
希
望
の
方
は
、
幹
事
ま
で
連

絡
先
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

行
事
担
当
幹
事
＝
細
谷
教
雄

連
絡
先
＝
８
０３
‐５
３
８
６
１８
６
３
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０３
‐５
３
８
６
１８
６
３
２

メ
ー
ル
ロ
一ｏ
巨
ｏ
・●
ｏ
Ｘ
蠅
”
⑤
ユ
拌
ド
・●
①
」
も

（文
＝
細
谷
教
雄

・
理
工
）

海
釣
り

一
途

仕
立
て
が
夢釣

同

好

会

釣
り
同
好
会
の
２
０
０
３
年
度
の

活
動
は
、
５
月
金
田
湾

「丸
金
丸
」

の
キ
ス
釣
り
、
８
月
の
網
代
岸
壁
釣

り
、
‐２
月
金
沢
八
景

「米
元
釣
船
店
」

の
ア
ジ
釣
り
、
２
月
松
輪

「久
助
丸
」

の
カ
ワ
ハ
ギ
釣
り
、
３
月
金
沢
八
景

「米
元
釣
船
店
」
の
ア
ジ
釣
り
と
、
５

回
の
釣
行
を
行

っ
た
。

会
員
の
参
加
は
、
い
ず
れ
も
３
名

か
ら
５
名
で
あ

っ
た
が
、
自
門
釣
楽

会
と
の
合
同
釣
行
で
、
船
を
仕
立
て

る
こ
と
が
で
き
た
。

自
門
釣
楽
会
は
、
昨
年
会
創
立

５０

周
年
を
迎
え
、
記
念
会
報
誌
、
会
帽
・

会
旗
を
作
成
し
た
と
い
う
。
釣
り
歴

も

２０
年
を
超
え
る
方
が
多
く
い
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。

釣
り
上
手
に
な
る
に
は
、
な
か
な

か

一
朝

一
夕
に
は
い
か
な
い
が
、
よ

く
釣
れ
る
人
の
仕
掛
け

・
重
り

・
誘

い
方

・
リ
ー
ル
さ
ば
き
か
ら
竿
ま
で
、

盗
み
取
る
こ
と
も
上
達
の
近
道
で
あ

ＺＯ
。釣
り
同
好
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
登

録
さ
れ
て
い
る
方
が

１０
名
前
後
、
そ

の
内
釣
リ
キ
チ
と
い
っ
て
い
い
方
が

半
数
ほ
ど
い
る
。
で
き
れ
ば
、
釣
り

同
好
会
の
メ
ン
バ
ー
で
船
を
仕
立
て

た
い
と
夢
見
る
が
、
な
か
な
か
実
現

し
な
い
。

２
０
０
４
年
度
は
、
対
象
魚
に
趣

向
を
こ
ら
し
、
そ
の
魚
釣
り
の
名
人

に
加
わ

っ
て
い
た
だ
き
、
釣
り
道
を

広
げ
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

（文
＝
石
坂
　
隆

・
法
）

恒
例
の
中
華
街
ツ
ア
ー

横
浜
大
世
界
で
遊
ぶ

グ

ル

メ
同

好

会

２
月
１４
日
０
、
み
な
と
み
ら
い
線

の
開
通
と
横
浜
中
華
街
新
名
所

「横

浜
大
世
界
」
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
て
、

久
々
の
中
華
街
グ
ル
メ
ツ
ア
ー
を
行

い
ま
し
た
。

当
日
の
参
加
者
は
１１
名
で
し
た
が
、

ヴ
ア
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
の
た
め
か
、

渋
谷
か
ら
直
通
で
３６
分
と
い
う
利
便

性
も
あ
り
、
元
町
中
華
街
の
新
駅
周

辺
は
、
人
の
波
で
大
変
な
に
ぎ
わ
い

で
し
た
。

昨
年
１１
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
新
ス

ポ
ッ
ト

「横
浜
大
世
界
」
は
、
不
思

議
な
空
間
。
迎
賓
門
を
く
ぐ
り
、
タ

イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
よ
う
な
大
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
で
８
階
ま
で
送
り
込
ま
れ
る

と
、
そ
こ
は
何
や
ら
別
世
界
。
１
９

２
０
年
代
の
上
海
が
妖
し
く
華
や
か

に
蘇
り
、
揺
れ
る
光
と
と
も
に
ノ
ス

タ
ル
ジ
ッ
ク

・
チ
ャ
イ
ナ
ヘ
の
旅
に

誘
い
込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。

階
を
下
り
、
本
場
中
国
の
美
食
中

心
街
は
横
目
で
通
り
過
ぎ
て
、
女
子

十
二
楽
坊
の
演
奏
に
耳
を
傾
け
、
伝

統
芸
能
で
あ
る
京
劇
を
観
賞
し
な
が

ら
、
し
ば
し
中
国
情
緒
に
浸
り
ま
し

た
。そ
の
後
、
お
線
香
の
香
る
関
帝
廟

に
行
き
、
皆
で
記
念
撮
影
。
す
ぐ
近

く
に
あ
る
元
タ
レ
ン
ト
の
山
口
美
江

さ
ん
の
店
に
も
立
ち
寄
り
、
彼
女
を

遠
目
で
し
っ
か
り
確
認
後
、
中
華
街

を
肉
ま
ん
や
甘
栗
な
ど
の
味
比
べ
を

し
な
が
ら
散
策
し
ま
し
た
。

メ
イ
ン
会
場
の

『均
元
婁
』
で
は
、

後
続
隊
も

一
緒
に
丸
テ
ー
ブ
ル
を
囲

む
と
、
個
室
の
気
楽
さ
も
あ
っ
て
か
、

紹
興
酒
も
料
理
も
す
す
ん
で
大

一
　

い
に
盛
り
上
が
り
、
楽
し
い
ひ

一
　

と
と
き
に
な
り
ま
し
た
。
井
沢

一　
　
幹
事
の
ご
尽
力
と
、
自
門
四
六

一
　

会
の
後
藤
様
の
ご
紹
介
も
あ
り
、

料
金
は
格
安
な
れ
ど
味
は
Ａ
級
。

食
べ
尽
し
た
後
、
愛
ち
ゃ
ん
チ
ョ

コ
の
お
ま
け
付
き
で
、
皆
ニ
ッ
コ
リ

笑
顔
の
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

中
華
街
は
恒
例
ツ
ア
ー
で
す
が
、

今
後
他
の
地
区
で
も
考
え
て
い
ま
す
。

お
す
す
め
の
グ
ル
メ
情
報
の
ご

一
報

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（文
＝
佐
藤
愛
子

・
文
）

新
緑
の
高
尾
山
か
ら

陣
馬
高
原
ヘ

ハ
イ
キ
ン
グ
同
好
会

ハ
イ
キ
ン
グ
同
好
会
は
、
昨
年
度

は
ま

っ
た
く
休
眠
し
た
状
態
で
し
た

が
、
今
年
度
は
活
動
を
再
開
し
ま

す
。目
的
地
は
、
新
緑
の
高
尾
山
。

だ
れ
で
も
が
楽
し
め
る
山
で
す
か

ら
、
初
心
者
の
方
も
、
体
力
の
な
い

方
で
も
大
丈
夫
。
逆
に
、
そ
れ
だ
け

で
は
物
足
り
な
い
と
い
う
方
の
た
め

に
、
陣
馬
高
原

・
景
信
か
ら
の
山
行

も
計
画
し
て
い
ま
す
。

下
山
後
は
、
美
酒
な
ど
疲
れ
を
癒

す
楽
し
み
が
待

っ
て
い
ま
す
。

日
時
は
６
月
５
日
①
　
午
前
９
時

Ｊ
Ｒ
八
王
子
駅
口
に
集
合
で
す
の
で
、

皆
様
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（文
＝
森
雅
明

・
経
済
）

店頭で人形焼を頬ばる参加者(日本橋)
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「
囲
む
会
」
「
出
雲
」

「箱
根
」
と
多
彩
な
活
動

箱
根
駅
伝
応
援
同
好
会

■
木
下
陸
上
部
監
督
を
囲
む
会

２
０
０
３
年
８
月
９
日
Ｏ
、
吉
祥

寺
で
第
３
回
め
と
な
る
恒
例
の

「囲

む
会
」
を
開
催
。

ゲ
ス
ト
と
し
て

「白
い
稲
妻
」
、
箱

根
６
区
山
下
り
の
野
村
俊
輔
選
手
も

参
加
。
監
督
か
ら
の
中
長
期
的
な
強
化
策

の
発
表
、
野
村
選
手
の
決
意
表
明
が

あ
り
、
出
席
者
全
員
か
ら
の
陸
上
部

長
距
離
ブ
ロ
ッ
ク
ヘ
の
カ
ン
パ
を
贈

呈
し
て
、
盛
会
裡
に
終
了
し
た
。

■
出
雲
駅
伝
応
援

２
０
０
３
年
１０
月
１３
日
の
、
坂
本

副
会
長
、
湯
川
幹
事
、
赤
羽
会
員
ご

夫
妻
と
と
も
に
、
出
雲
駅
伝
の
応
援

に
参
加
し
た
。

地
元
島
根
学
員
会
の
名
物
、
羽

織

・
袴
の
書
生
フ
ア
ッ
シ
ョ
ン
の
丹

羽
野
応
援
団
長
を
中
心
に
、
全
国
か

ら
参
集
し
た
総
勢
約
２
０
０
名
の
大

応
援
団
が
結
成
さ
れ
、
ス
タ
ー
ト
、

第
３
中
継
所
、
ゴ
ー
ル
と
母
校
選
手

に
盛
大
な
声
援
を
送
っ
た
。

な
お
、
在
学
中
に
北
朝
鮮
に
よ
っ

て
拉
致
さ
れ
た
蓮
池
薫
さ
ん
の
ご
家

族
な
ど
拉
致
被
害
者
全
員
の
祖
国
帰

還
を
祈
念
し
て
、
応
援
団
全
員
が
青

い
リ
ボ
ン
を
胸
に
つ
け
る

「ブ
ル
ー

リ
ボ
ン
ア
ピ
ー
ル
」
を
、
あ
わ
せ
て

行

っ
た
。

■
箱
根
駅
伝
応
援

正
月
恒
例
の
箱
根
駅
伝
の
応
援
を
、

第
５
区

・
第
６
区
の
箱
根
大
平
台
、

通
称
ヘ
ア
ピ
ン
カ
ー
ブ
で
行

っ
た
。

４８
会
の
会
員
や
、
副
団
長
格
の
芸

者

「わ
か
め
姐
さ
ん
」
な
ど
レ
ギ
ュ

ラ
ー
陣
に
加
え
、
出
雲
駅
伝
に
も
応

援
参
加
さ
れ
た
陸
上
部
の
奥
田
選
手

の
ご
両
親
も
三
重
県
か
ら
参
加
。
ま

た
、
昨
年
展
開
し
た

「
ブ
ル
ー
リ
ボ

ン
ア
ピ
ー
ル
」
の
賛
同
者
の
方
々
が
、

大
阪

・
静
岡
か
ら
駆
け
つ
け
、
に
ぎ

や
か
な
応
援
と
な

っ
た
。

今
年
は
、
堀
井
副
会
長
、
井
沢
幹

事
、
わ
か
め
さ
ん
が
地
元
へ
の
事
前

折
衝
や
準
備
に
尽
力
さ
れ
、
例
年
に

も
増
し
て
盛
大
に
応
援
で
き
た
と
思

「ヽノ。期
待
ど
お
り
に
野
村
選
手
は
、
宣

言
し
て
い
た
新
記
録
は
逃
し
た
も
の

の
区
間
賞
の
貫
禄
を
示
し
た
。

来
年
は
、
上
野
君
ら
有
望
新
入
生

も
加
わ
る
こ
と
か
ら
、
総
合
７
位
と

い
う
不
満
足
な
結
果
を
払
拭
す
る
よ

う
な
好
成
績
を
あ
げ
、
捲
土
重
来
を

し
て
い
た
だ
く
よ
う
期
待
し
た
い
。

（文
＝
新
倉
利
明

。
経
済
）

新
年
度
の
撮
影
テ
ー
マ

『祭
り
』
に
決
定写

真

同

好

会

２
０
０
４
年
３
月
６
日
①
、
写
真

同
好
会
は
勉
強
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

会
場
は
、
昨
年
と
同
じ
く
会
員
の
吉

澤
さ
ん
宅

「た
か
ら
幼
稚
園
」
の
保

育
室
を
お
借
り
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
６
名
で
、
こ
れ
ま
で
に

各
会
員
が
撮

っ
た
写
真
を
持
ち
寄
り

相
互
評
。
構
図
や
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ

ン
ス
の
と
ら
え
方
な
ど
を
勉
強
し
ま

し
た
。
宵
間
が
追
る
こ
ろ
に
は
ネ
オ
ン
ま

た
た
く
吉
祥
寺
の
巷

へ
移
動
し
、
会

友
の
川
名
さ
ん
を
交
え
て
懇
親
会
を

行
い
ま
し
た
。

昨
年
度
の
写
真
同
好
会
は
、
徘
徊

会
や
グ
ル
メ
同
好
会
、
箱
根
駅
伝
応

援
同
好
会
の
行
事
に
便
乗
す
る
だ
け

で
、
撮
影
会
な
ど
は
行
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
反
省
か
ら
、
今
年
度
は
、
独

自
の
活
動
を
積
極
的
に
進
め
よ
う
と

計
画
し
て
い
ま
す
。

■
今
後
の
予
定

ま
ず
、
年
間
テ
ー
マ
と
し
て
こ
れ

ま
で
掲
げ
て
い
た
お
題

『水
』
を
卒

業
し
て
、
新
た
な
テ
ー
マ

『祭
り
』

に
挑
戦
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。
写
真

が
好
き
な
方
は
、
身
近
な
と
こ
ろ
で

行
わ
れ
る

「祭
り
」
を
カ
メ
ラ
に
納

め
て
、
年

一
回
行
わ
れ
る
勉
強
会
で

ご
披
露
く
だ
さ
い
。

会
と
し
て
は
、
テ
ー
マ
に
添

っ
た

撮
影
会
を
実
施
す
る
た
め
、
秋
に

「木
場
の
角
乗
り
」
を
撮
り
に
い
き

ま
す
。
ま
た
、
新
緑
の
写
真
を
撮
る
た
め

に
、
６
月
５
日
ｍ
〓昌
尾
山
お
よ
び
陣

馬
高
原
方
面
へ
の
山
歩
き
を
、
ハ
イ

キ
ン
グ
同
好
会
と
共
同
で
実
施
し
ま

す
。こ
の
行
事
は
会
員
で
な
く
て
も
、

ハ
イ
キ
ン
グ
や
登
山

・
旅
行
の
好
き

な
方
に
は
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
も

の
と
思
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

メ
ー
ル
な
ど
を
使

っ
て
ご
案
内
を
い

た
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
　

（文

＝
榎
本
真

一
。
文
）

野村選手にカンパを渡す新倉副幹事長

島根支部と出雲駅伝を応援

小さな椅子に坐って写真談義
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プデバ¬与ヱγ
ν
軍階瀧鍔ア婦不罹謝鬱

｀

お申込みは新 倉 酒 店
AM10ЮO～PM1000 毎週火曜休み

東京都武蔵野市境南町2‐58

TEL 0422 31 4472 FAX 0422 33-0666

にヽ

い

ν

，
／

た から

たからどうちえん
園長 吉 澤 史 子

〒167-0053東京都杉並区西荻南 1丁 目12-12

TEL 03-3333-9162 FAX 03-3331-8021



マ
ジ
ツ
ク
同
好
会

会
員
募
集

マ
ジ

ッ
ク
同
好
会

素
人
集
団
の
わ
が
マ
ジ

ッ
ク
同
好

会
で
は
、
た
だ
今
新
規
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

初
心
者
、
手
先
の
不
器
用
な
方
も

ご
心
配
な
く
。
懇
切
て
い
ね
い
に
指

導
い
た
し
ま
す
。

マ
ジ

ッ
ク
を

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
楽
し
く
気
軽

に
講
習
会

・
見
学
会
な
ど
を
行

っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（文
＝
佐
山
洋

一
・
経
済
）

ワ
イ
ン
を
通
し

ダ
イ
レ
ク
ト
マ
ー
ケ

テ
イ
ン
グ
を
研
究

ニ
ュ
ー
ビ
ジ

不ヽ
ス

研
究
同
好
会

■
研
究
会
を
２
回
実
施

２
０
０
３
年
７
月
２８
日
０
、
お
よ

び
２
０
０
４
年
１
月
２８
日
Ｑ
の
２
回
、

中
央
大
学
理
工
学
部
１
２
２
５
号
室

で

「ダ
イ
レ
ク
ト

・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
」
の
研
究
を
行

っ
た
。

第
１
回
は
、
「
ダ
イ
レ
ク
ト

・
マ

ー
ケ
テ
イ
ン
グ
の
メ
リ
ッ
ト

・
デ
メ

リ
ッ
ト
」
、
「
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
拓
の
成

功
例
」
、
「現
状
の
問
題
点
」
、
「損
益

分
岐
」
お
よ
び

「顧
客
の
ク
ロ
ー
ジ

ン
グ
と
フ
オ
ロ
ー
」
に
つ
い
て
の
研

究
を
行

っ
た
。

第
２
回
は
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と

表
裏

一
体
の
関
係
に
あ
る

「品
質
管

理
」
な
ら
び
に

「
ク
レ
ー
ム
処
理

ヘ

の
対
応
」
に
つ
い
て
の
研
究
を
行

っ

た
。講
師
は
、
ド
イ
ツ
の
ワ
イ
ン
卸
販

売
会
社
で
日
本
に
お
け
る
ワ
イ
ン
の

ダ
イ
レ
ク
ト

・
セ
ー
ル
ス
の
草
分
け

的
存
在
で
あ
る
ピ
ー
ロ
ー
ト
社
の
ゲ

ー
リ
ー

・
ロ
ン
さ
ん
に
お
願
い
し
た
。

研
究
と
と
も
に
ワ
イ
ン
の
試
飲
会

も
あ
わ
せ
て
行

い
、
産
地
に
よ
る
特

色
な
ど
を
説
明
し
て
い
た
だ

い
た
。

参
加
者

一
同
が
、
試
飲
の
ワ
イ
ン
で

懇
親
を
深
め
る
と
い
う
ひ
と
幕
も
あ

っ
た
。

■
今
後
の
予
定

今
年
度
も
７
月
下
旬
に
は
、
試
飲

を
ふ
く
め
た
ワ
イ
ン
研
究
会
を
実
施

す
る
予
定
。

■
会
員
募
集

ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ

ス
研
究
同
好
会

は
、
名
前
は
堅
い
の
で
す
が
、
堅
い

話
は
抜
き
に
し
て
、
楽
し
く
語
ら
う

会
で
す
。
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

連
絡
先
＝
堀
井
勉

メ
ー
ル
＝
す
Ｒ
【一⑤
”
〓
”
●
‐け①
一８
ｏ
日
・

８
き

ま
た
は

，
Ｒ
〓
⑤
バ
・汀
ｏ
日
・お
・

一ｏ
　

　

　

（文
＝
堀
井
勉

。
理
工
）

ハ
ワ
イ
ｏｒ
グ
ア
ム
に

視
察
旅
行
を
予
定

国
際
交
流
同
好
会

■
２
０
０
３
年
度
後
半
活
動
報
告

国
際
交
流
協
会

（Ｐ
Ｉ
Ｅ
Ｅ
）
顧

問

・
三
木
睦
子
氏
主
催
　
一二
木
氏
講

演
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

日
時

・
Ｈ
月
１
日
①
２
時
３０
分
～

場
所

・
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
青
少
年
総
合

セ
ン
タ
ー

千
葉
県
高
等
学
校
国
際
教
育
研
究

部
会
主
催
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
公
使
参

事
官

・
ヒ
ダ
ヤ
ッ
ト

・
ハ
デ
ィ
マ
ジ

ャ
氏
講
演
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

日
時

・
Ｈ
月
１８
日
の
９
時
３０
分

場
所

・
千
葉
市
民
会
館

■
今
後
の
予
定

今
年
度
は
、
イ
ラ
ク
情
勢
を
は
じ

め
世
界
中
に
不
安
定
感
が
あ
り
ま
す

が
、
比
較
的
治
安
の
よ
い
米
国
の
太

平
洋
地
域

（
ハ
ワ
イ
ま
た
は
グ
ア
ム
）

の
視
察
を
５
月
の
連
体
に
行
う
予
定

で
す
。
そ
の
ほ
か
、
６
月

２０
日
０
、
第

１６

回
中
央
大
学
に
学
ぶ
留
学
生
と
学
員

と
の
交
流
の
集

い
に
参
加
す
る
予
定

で
す
。

場
所

。
新
京
エ
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
コ
ン

コ
ー
ド
ボ
ー
ル
ル
ー
ム

（文
＝
小
林
裕

。
文
）

四
八
会
参
加
へ
の
す
す
め

母
校
応
援
も
よ
ろ
し
く

学
生
ス
ポ
ー
ツ
応
援
同
好
会

２
０
０
３
年
９
月
に
東
都
大
学
野

球
リ
ー
グ
戦
で
母
校
中
大
の
応
援
を

行
っ
て
お
り
、
２
０
０
４
年
も
春
季
・

秋
季
リ
ー
グ
で
の
応
援
を
し
ま
す
。

ほ
か
の
会
と
違

っ
て
四
八
会
の
良

い
と
こ
ろ
は
定
期
的
に
幹
事
会

・
懇

親
会
が
開
か
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
当
同
好
会
を
は
じ
め
多
く

の
同
好
会
が
活
発
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
自
分
の
趣
味
に
合
う
同
好
会
に

参
加
す
る
の
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

四
八
会
会
員
は
年
齢
的
に
は
５０
代

半
ば
で
、
会
社
勤
務
の
方
も
自
営
の

方
も
皆
さ
ん
責
任
の
あ
る
立
場
で
す
。

お
忙
し
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
息
抜

き
、
ス
ト
レ
ス
発
散
、
ど
ん
な
目
的

で
来
ら
れ
て
も
結
構
で
す
。
こ
の
会

報
を
お
読
み
に
な
っ
て

「よ
し
、
俺

も
行

っ
て
み
る
か
」
と
思
い
立

っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
新
し
い

風
を
四
人
会
に
吹
き
込
ん
で
、
よ
り

一
層
楽
し
い
会
に
育
て
て
大
い
に
盛

り
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

自
分
の
交
友
関
係
を
振
り
返
る
と
、

今
は
や
は
り
会
社
関
係

（勤
務
先

・

取
引
先
等
）
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

勤
務
先
の
先
輩

・
同
僚

・
後
輩
と
の

ゴ
ル
フ

・
旅
行
な
ど
は
、
そ
れ
な
り

に
楽
し
い
の
で
す
が
、
ど
う
し
て
も

い
ろ
い
ろ
な
思
惑
が
双
方
と
も
に
入

り
込
み
、
ど
こ
ま
で
真
に
心
を
許
し

て
い
い
の
か
迷
う
と
き
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
す
で
に
リ
タ
イ
ア
し
た
先

輩
方
を
見
て
い
る
と
、
退
職
時
が
縁

の
切
れ
日
と
い
っ
た
感
じ
で
、
以
後

の
付
き
合
い
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う

よ
う
に
も
感
じ
ま
す
。

し
か
し
、
小

・
中

・
高

・
大
、
そ

し
て
こ
の
四
八
会
で
知
り
合

っ
た

方
々
と
は
ご
く
自
然
に

「俺
、
お
前
」

の
仲
と
し
て
付
き
合
え
ま
す
。

と
く
に
わ
れ
わ
れ
の
大
学
時
代
は
、

学
園
紛
争
が
盛
ん
な
と
き
で
、
学
校

封
鎖
、
授
業
短
縮
な
ど
の
異
常
事
態

が
続
き
、
な
か
な
か
友
人
が
で
き
に

く
い
時
代
で
し
た
。
卒
業
後
３０
年
余

り
経

っ
た
今
、
改
め
て
大
学
時
代
の

友
人
を
つ
く
る
の
も
な
か
な
か
良
い

も
の
で
す
よ
。

こ
う
し
た
友
人
と
は
、
恐
ら
く
７０
、

８０
に
な

っ
て
も
学
生
時
代
の

「俺
、

お
前
」
の
仲
で
付
き
合
え
る
こ
と
で

し
よ
つヽ
。

ま
ず
は
６
月
の
総
会
か
ら
で
も
い

か
が
で
し
ょ
う
。
新
参
加
者
の
皆
さ

ん
と
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み

に
、
幹
事

一
同
張
り
切

っ
て
総
会
準

備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（文
＝
金
子
建
治

・
法
）

講師のゲーリー ・ロンさん



日
時

¨
２
０
０
３
年
５
月
１２
日
０

場
所

¨
中
央
大
学
後
楽
園
キ
ャ
ン
パ

ス議
事

一
①
第
５
回
総
会
の
開
催
準
備

と
運
営
に
つ
い
て

（確
認
）

・
実
施
要
領
案
に
基
づ
き
役
割
分
担

を
決
め
た
。

②
会
則
等
の
改
正
に
つ
い
て

。
会
則
改
選
案
に
つ
い
て
協
議
を
行

っ
た
。

日
時

¨
２
０
０
３
年
６
月
５
日
内

場
所

¨
中
央
大
学
駿
河
台
記
念
館

議
事

¨
①
会
則
改
正
案

。
前
回
幹
事
会
で
協
議
し
た
会
則
改

正
案
の
最
終
確
認
を
行

っ
た
。

②
総
会
当
日
の
配
付
資
料
お
よ
び
運

営
方
法
の
最
終
確
認

日
時

¨
２
０
０
３
年
６
月
１４
日
①

場
所

¨
中
央
大
学
後
楽
園
キ
ャ
ン
パ

ス参
加
者

¨
４‐
名

（詳
細
は
別
掲
）

日
時

¨
２
０
０
３
年
７
月
１４
日
①

場
所

¨
中
央
大
学
駿
河
台
記
念
館

議
事

一
①
第
５
回
総
会
報
告

・
総
会
議
事
条
件
の
結
果
確
認
を
行

い
、
９
月
上
旬
に
会
員
あ
て
、
総

会

・
講
演
会

・
懇
親
会
の
報
告
書

を
郵
便
に
て
送
付
す
る
こ
と
に
し

た
。

②
今
後
の
活
動
予
定

・
２
０
０
３
年
９
月
か
ら
２
０
０
４

年
１
月
に
か
け
て
の
各
同
好
会
活

動
予
定
を
確
認
し
た
。

日
時

¨
２
０
０
３
年
９
月
１２
日
⑥

場
所

¨
中
央
大
学
駿
河
台
記
念
館

議
事

¨
①
学
員
会
少
子
化
対
策
検
討

委
員
会

へ
の
対
応
に
つ
い
て

。
会
長
私
見
に
基
づ
い
て
検
討
を
行

っ
た
。
会
と
し
て
の
取
り
ま
と
め

ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

②
会
員
の
拡
充

・
ス
リ
ム
化
に
つ
い

て
・
拡
大
に
つ
い
て
新
規
会
員
紹
介
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
と
、
ス
リ
ム

化
に
つ
い
て
は
、
会
費
納
入
の
督

促
を
図
る
こ
と
を
優
先
す
る
こ
と

に
し
た
。

③
今
後
の
活
動
予
定

ｏ
２
０
０
３
年
９
月
２８
日
０
第
１４
回

中
央
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

（前
回
幹
事
会
で
自
門
四
人
会
と

し
て
参
加
す
る
こ
と
と
し
た
。
参

加
予
定
者
２５
名
は
事
前
に
登
録
を

行

っ
ι

・
各
同
好
会
活
動
予
定

日
時
●
２
０
０
３
年
１１
月
２‐
日
⑥

場
所

¨
文
京
区
小
石
川
中
華
料
理

「
Ｊ
Ｙ
Ｓ

（ジ
エ
イ
ズ
と

参
加
者

¨
２２
名

議
事

¨
①
今
後
の
活
動
予
定

日
時

¨
２
０
０
４
年
１
月
１３
日
の

場
所

¨
中
央
大
学
駿
河
台
記
念
館

レ
ス
ト
ラ
ン

「プ
リ
オ
ー
ル
」

参
加
者

一
１５
名

議
事

¨
①
自
門
四
人
会
コ
ミ
ュ
ニ
テ

イ
に
つ
い
て

。
次
回
幹
事
会
で
協
議
す
る
こ
と
に

し
た
。

②
今
後
の
活
動
予
定

①
役
員

・
幹
事
会
開
催
予
定

②
各
同
好
会
活
動
予
定

・
２
０
０
４
年
の
幹
事
会
開
催
予
定

の
確
認
を
行
い
、
各
同
好
会
活
動

予
定
の
作
成
依
頼
を
行

っ
た
。
２

月
上
旬
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ツ

プ
し
た
。

日
時

¨
２
０
０
４
年
３
月
１２
日
⑥

場
所

¨
中
央
大
学
駿
河
台
記
念
館

議
事

¨
①
第
６
回
総
会
の
開
催
準
備

に
つ
い
て

ｏ
日
程
、
開
催
地
、
開
催
時
間
、
講

演
会
、
懇
親
会
等
に
つ
い
て
確
認

し
た
。

②
役
員
の
選
出
に
つ
い
て

・
２
０
０
４
年
度
に
役
員
改
選
は
な

い
が
、
２
０
０
５
年
度
改
選
時
ま

で
に
任
期
の
再
検
討
を
行
う
。

③
会
報
９
号
の
発
行
に
つ
い
て

ｏ
４
月
末
の
刊
行
を
目
指
し
て
掲
載

文
、
ペ
ー
ジ
割
等

の
確
認
を
行

い
、
原
稿
依
頼
す
る
こ
と
に
し
た
。

０
白
門
四
人
会
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ

い
て

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
機
能
分
担
し
、

閉
じ
ら
れ
た
会
員
間
の
画
像
情
報

を
中
心
と
し
た
交
換
の
場
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
に
し
た
。

日
時

¨
２
０
０
４
年
４
月
１２
日
①

場
所

一
中
央
大
学
駿
河
台
記
念
館

議
事

¨
①
第
６
回
総
会
開
催
案
内
案

お
よ
び
開
催
通
知
同
封
発
送
文
書
の

確
認
。
総
会
開
催
案
内
な
ど
発
送
資
料
の

確
認
を
行

っ
た
。

②
第
６
回
総
会
、
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー

実
施
要
領
案

・
総
会
、
懇
親
会
、
二
次
会
に
つ
い

て
実
施
要
領
案
を
も
と
に
確
認
し

た
。

③
会
報
第
９
号
の
進
捗
状
況

０
各
同
好
会
活
動
報
告

住
所

。
勤
務
先
変
更
、
新
規
会
員

紹
介
、
同
好
会
活
動
、
お
問
い
合
わ

せ
等
何
で
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

白
門
四
人
会
幹
事
長
　
石
坂
　
隆

中
央
大
学
図
書
館
都
心
キ
ャ
ン
パ
ス

事
務
局
勤
務
〒
１１２
‐
８
５
５
１

文
京
区
春
日
１
１
１３
‐
２７

容
０３
‐
３
８
１
７
１
１
９
７
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
０３
‐
３
８
１
７
１
１
９
７
８

一”
庁
”
Ｎ
”
Ｆ
”
◎
一”
８
と
∽
ｏ
，
ｃ
９
Ｆ
”
ｏ
一も

会
報
８
号
で
ご
報
告
以
後
に
動
き

の
あ

っ
た
会
員
の
方
。

〈・〈
〈
バ
〉

左
居
康
雄
さ
ん

（法

・
岡
山
県
真
庭

郡
在
住
）

松
長
昭
雄
さ
ん

（法

。
足
立
区
在
住
）

中
岩
英
俊
さ
ん

（法

・
足
立
区
在
住
）

安
治
川
博
さ
ん

（法

。
江
戸
川
区
在

住
）
菱
川
俊
介
さ
ん

（理
工

。
江
戸
川
区

在
住
）

近
藤
正
さ
ん

（理
工

・
日
野
市
在
住
）

笹
本
健
次
さ
ん

（理
工

・
川
崎
市
在

住
）
〈退
会
〉

秋
元
恵
さ
ん

（法
）

〒336-0931さいたま市緑区原山2丁目5番12号
TEL 048-882-6254
FAX 048‐ 882-6100
E ma■mmmori@jasmine ocn neip

あいおい損害保険株式会社

あいおい生命保険株式会社
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